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２．計画の位置づけ

４．将来交通計画

交通実態調査や将来の交通量予測などから見えてきた交通課題と必要な取り組みは次の通りです

１．計画策定の背景と目的

 社会経済情勢（人口減少・少子高齢化等）への対応やコンパクトなまちづくりへの転換が必要
 今後20年で、市が目指すべき交通体系の方針を明らかにし、ﾈｯﾄﾜｰｸ型ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨを推進

将来交通計画の検討の視点

＜概要資料＞第二次都市交通マスタープラン（素案）

３．都市交通の課題と必要な取り組み

※都市・地域総合交通戦略と地域公共交通
計画は、現在策定作業中

●第二次都市交通マスタープランは、
上位計画である「第二次いわき市
都市計画マスタープラン」と「立
地適正化計画」の交通関連の方針
に即しながら、いわき都市圏全体
の交通施策の基本的な方針を定め
ます

●第二次都市交通マスタープランに
基づく施策は、「都市・地域総合
交通戦略」や「地域公共交通計
画」で設定し、関係機関と協働・
連携して分野横断的に取り組みま
す

今後の急速な人口減少や高い自動車分担率により、
路線バスさらなる利用者の減少が予想され、公共
交通サービスの維持が課題となっています

➡公共交通の利用促進や意識の醸成、官民共創の
モビリティマネジメントの他、乗り換え時間の
効率化などの利便性の強化が必要です

１）公共交通機関への転換/乗り換え利便性の向上

外出したいと思える目的・催しがないことが外
出頻度に影響しています

➡都市のコンパクト化と同時に道路空間の利活
用や再構築などを行い、「楽しいおでかけ」
のあるまちづくりを進めることが必要です

２）道路空間の利活用/再構築による賑わいの創出

市内では広域幹線道路のネットワークが構築されているが、
市街地では慢性的な渋滞が発生してます

➡道路改良やTDMの活用、ソフト対策により渋滞対策や自動
車交通量を減らす取り組みとともに、多様な交通手段の確
保による拠点間を行き来しやすい環境整備が必要です

４）災害に強い道路整備・維持管理

近年、激甚化する自然災害が頻発しています

➡橋梁の耐震化や無電柱化などによる災害に強い道路ネット
ワークの構築が必要です

５）選択と集中による持続可能な交通体系の確保

今後とも厳しい財政状況となることが見込まれます

➡交通需要に見合った選択と集中による戦略的な取り組みが
必要です

まちづくり 公共交通 安全・安心 持続可能性

将来都市構造を踏まえた
拠点間ネットワーク環境の改善

誰でも気軽に移動できる
交通体系の構築

平時・有事を問わず人流・
物流を支える交通体系の構築

将来にわたっても
持続可能な交通体系の構築

目標・方針等を設定

◎道路ネットワーク

7.1%

36.4%

56.3%

26.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

移動手段がなく出かけたいけど出かけていない

外出自体おっくうに感じている

外出したいと思う目的（施設や催し）が少ない

ネットなどの通販等で用事を済ますことが多い

n=944

↓ 「楽しいおでかけ」がないことで外出機会を喪失

市民アンケート調査結果

平均速度の将来予測結果（2040年）

◎公共交通ネットワーク

３）拠点間ネットワークの強化/主要幹線道路における渋滞・事故対策

国道６号常磐BP～
いわき四倉IC

いわき上三坂小野線
（内郷～常磐間）

国道６号常磐BP
(小名浜林城～鹿島町飯田間)

（仮）常磐鹿島線
（小名浜平線～国道
６号常磐BP間）

：交通円滑化の改善・強化が必要な路線・区間

いわき市 まちづくりの基本方針 第２期いわき創生総合戦略

交通手段分担率（2001-2040）

※過去、現況は交通実態調査の結果、将来は将来予測による推計値

総ﾄﾘｯﾌﾟ数

75.2万

71.7万

48.8万

30％減

対象区域：いわき都市圏（市内全域）
目標年次：2022年から概ね20年後

基本目標


